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第36回米国核医学会年次総会印象記
利波 紀久 横山 邦彦 滝 淳一
谷口 充 秀毛 範至
第36回米国核医学年次総会は前日のセミナーを





































ング剤が提案されていた｡ ドー パ ミン受容体 Dlの
リガンドIodobenzazepine(IBZP)のヨード標識の
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outが神経組織を認める生後 1週以後のものに比較
して有意に高 くなるというものである｡従って,
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に改めて感心させられた｡同時に,固型癌に対して
は,131Ⅰよりも理論的な優位性のある核種だけに更
なる結果が待ちどおしい｡
昨年もかなりこの領域が煮詰ったとの印象を受け
たが,抗体をとりまく,標識法やHAMAの問題点
などに着実な進歩が感じられた｡あとは,"良いモ
ノクローナル抗体"が早く出てくれることを念じて
結びとしたい (横山,秀毛)｡
